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 大上地区社協の令和３年度総会が開催される 

松本新会長のもと新体制がスタート 
 

３件の事業重点施策を掲げて活動 
見守り活動の定着でお互いさまのご近所づくり 

地域全体で児童見守り活動 

   （学校・PTA・自治会・民児との連携） 

深谷大上ふれあいの家から地域拠点づくり 
 
大上地区社会福祉協議会の令和３年度総会は、

4 月 3 日（土）午前 10 時から大上自治会館に

おいて開催されました。役員改選期でもあり、委

任状により理事会代行という形で、新型コロナウ

イルス感染防止のため密を避けるよう間隔をあ

け新旧の役員のみの参加で開催しました。 

２１２名の会員には 総会議案書と同時に委

任状を事前に配布し、検討をお願いした結果１４

８名より議決委任の委任状が提出された旨報告

があり議事に入りました。 

2年度の各種報告、規約改正、役員改選案、3

年度活動計画案、予算案の全ての議題が承認され

ました。 

４年間大上地区社協を牽引してくれた今井会

長は退任され、顧問に就任されました。 

後任には設立時から会を支えて来た松本理事が

新会長に就任し新体制がスタートしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野々村副会長 宇井副会長    萩原副会長 

会長を支える３人の副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

松本新会長 

密を避けて開かれた会場の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          


